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小 野 周 (東大教養)
昨年秋開催された日本物理学会主催 ,日本学術会議後援の半導体国際会議の
経費の一部として ,米国陸軍研究開発部からの8P0Oドルの資金が使われた
ことについては /新開などに報ぜられた通 りである｢この件については ,日本
物理学会委員会から ;∩〝半導体国際会議に対する米陸軍極東開発局か らの補助
金に関する詳細な説明 〝という文書が発表されているが ,この説明はあま-り
〝 詳細 〝 でなく ,また当日の委員会に出席 したも■の以外には .理解困難なとこ




会が運営に関する責任を負い ,またその中に設け られた実行委員会 (委員長武
藤俊之助氏 ,事務局長鳩山道夫氏 )が ,実行機関となり ,重要な事項はこの委
員会できめて執行されていたわけであるOこの実行委員会の議事録のゴ′ピーは,
日本物理学会 .物理学研究連絡委員会幹事に送 られていたわけです凸 ただし.
これは実行委員会で決定 した後 ,ただ議事轟 を送 っていたというだけで ,これ
らの委員会に提案 をしたり,蕃認を求めたというものではない｡
この米華資金は .昭和41年 4月9日の牙 15回実行委員会で審議 し ,これ
を受け取ることにし ,結局昭和 41年 8月9日付で米陸軍 Charユ QS W
CooK大佐と ,日本物理学会 鳩山道夫氏との間に .米陸軍極東開発局より日
本物理学会に8000ドルを供与するという AO･R丑EM丑NTがとりきみられ
た｡
最 も重要な点は ,多くの人から指摘されているように ,学術会議の後援 する
国際会議 に ICSUの牙5回執行委員会の決議 ,日本学術会議牙6回声明に反
して ,軍関係の機関から資金を受け取 ったことである｡このことが極めて遺憾
であ ったことについては ,日本学術会議会長は会長に対 して ,この国際会議の
後援をしたものとしてその責任 を痛感 して反省をするとの見解を表明し .また
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学術会議の渡辺オ4部長 ,小谷物理学研究連絡委 員長それぞれ関係委員会で ,
自分の関係 したところでこのような資金が使われたということに関して遺憾の
意を言明 したわけであるB日本物理学会は委員長談話 という形で一応遺憾の意
は表 明しているが ,その談話 も一･資金を受け取 ったこと自身が遺憾であ ったの
か ,論覇 と批判を呼 びお こしたのが遺憾であ ったのかは っき_りしないものであ
り.,はなはだ残念 というほかはない0
才2にこの資金受領の手続 きであるo AG･REElA丑NT は米陸軍と半導体芭
際会議組織委員会幹事鳩山道夫氏の間に取 りきめられているにかかわ らず ,こ
の取 りきめの中の受領者 (Q-RANT五五)は 日本物理学会にな っているO 米軍
側か らみると巧妙にヤ ミ資金の形で受け取 られているということになりかねな
い,事実 この資金は ,日本物理学会の会計報告にも記載報告さjtていないし ,




理学会を受取人 とするとりきめを結び ,その内容について委 員会にも委員長に
もはからず ,またその金を受領 したことが戒告されていなか ったということは
まったくおどろくほかはない｡ したが って ,このヤ ミ資金 は ,学会の責任者が
扱 ったヤ ミ資金でなく ,直接経営の衝にかなった人が扱 ったヤミ資金の形にな
っているt,
日本物理学会定款牙46条に ｢本会が金円図書等の寄付 を受けたときには ,
委員長は ･本草 の名で謝礼状を送 り,またこれを会員に報告する｣とな ?て}､
る｡結果においては ,戒告 しなか ったので串るか ら ,この定款には明らかに達
反 した行為である｡もともと委員にも知 らなか ったことを ,委員長が会員に報
告できなか ったのは当然のことであるが ,このこと自身はまったくひどい話で
あるコしたが って ,この米軍か らの資金はある意味では ,ヤ ミ資金に もならな
か ったもこのであるo今にな ってどう使われているかなどを発表 している9総会
の会計報隼にもなか った金の内容を委員会で発表 し説明しているが ,この金の




こういう自己矛盾をついて行 くと ,物理学会に対して代表権 を持たない個人
が ,物理学会の代表者の承認を樽ずに ,物理学会 を受け取 り人とする ACIR丑
丑MENT をとりきめたということに関して貴任 を追及する人がでてくるのは
当然 のことである｡
A,物理学会としては , 〝議論 と批判 P をまねいたのが極めて遺憾であるという





基礎科学 の研究の発展を目的 とするもので ,基礎科学の研究の軍資金への依存




したが って ,日本物理学会 という組織が今後も軍･J')資金をもらうなど ,軍事
的な機関 との協力を行なうなrどということはあ り得ぺ(もないことで ,この際
姿勢を正 して将来にわたる感度を明 らかにするのは物理学会 としての当然のこ
とであるここのことは ,日本物理学会 という組織に関 しては当然のことである
那 ,個々の会員,0場合については ,これを一律に拘束するものでなく,ケース
･パイ ,ケ…スに ,自己の立場から良識をも って行動 していただければよいわ
けである O
周知の洩 り,600名余りの会員から , 1.日本物理学会主催学術会議後援
管 .796-6年 9月に開かれた牙8回半導体国際会議に対 し ,米国陸軍研究開発
局の饗金が持ち込 まれたことは遺憾である0 2.半導体国際会議が 日本物理学
会にはかる審なく ,上記資金 の導入 のごとき問題 を決定 したことは電天なあや
まりである｡ 5.日本物理学会 は今後内外を問わず一切の軍隊からの援助 ,そ
の他-切の脇力関係をもたない0 4.日本物理学会委員会は今回t,/?米軍資金を
導入 した仲介者および半導体国際会議実行委 員会に対 して適当な処分を行なう｡
という4項 目さこついて決議をするために聡会 を開 く要求が提出され ,これにも
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半 導 体 国 際 会 議 と 米 軍 資 金 の 問 題 に つ い て
とづ いて 9月 9日に総 会 が 開かれ るこ とに な っ て い る ., わ た く L も 総 会 要 求 の
署 名者 の 1人 で あるが ,署 名 した理 由 は ,最 初 に の べ た こ と か ら 理 解 し て い た
だけ ると思 う｡ この総 会 の決議 が政治 的 な 問 専 で あ る か ら , こ う い う 問 題 に つ
いて総会 を開 くべ きで な い とい う意 見もあ る が , こ の 4 決 議 は 学 問 研 究 の 基 本
的態度 に関す るもので政治 的 問題 で はな い ｡ ま た 仮 に 政 治 的 問 題 で あ る と し て
も ,定款 に従 って請求 され た総会 を拒 否す る こ と は . 民 法 に 規 定 さ れ て い る 法
人 に関す る条 項 に達反 す る ことで ,国 の法 律 に も 達 反 す る わ け で あ る ｡
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